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緒言 

 肺末梢血管を CT によって定量的に評価することが有用であり、

cross-sectional area(CSA)という指標が用いられる。これは肺野全体

の中に占める肺末梢血管の割合（%）であり、胸部 CT の各々のスライス

面における肺野面積に対する肺末梢血管面積の比を平均して算出され

る。現況では肺野 CT より 3 スライスの画像が CSA の測定に用いられる

が、この方法では肺野全体の CSA の評価に不十分である可能性がある。

そこで、本研究では、胸部 CT で撮影された全肺野の 10mm 間隔の全スラ

イスを用いて測定した CSA をスタンダードとして、通常用いられる 3 ス

ライス及び 3cm 間隔スライス、6cm 間隔スライスのそれぞれを用いて測
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定した CSA との関連を評価し、CSA によって全肺野末梢血管を評価する

ために最適なスライス数を決定することを目的とした。 

 

方法・対象 

 30 人の chronic obstructive pulmonary disease(COPD)患者、20 人

の肺塞栓症患者、30 人の肺疾患のない患者の合計 80 人の胸部 CT を対

象として選択した。CT 画像は全て同一の機器(Aquilion 64; Toshiba 

Medical Systems, Tokyo, Japan)で撮影されたものを用いた。同一の

CT 画像から、10mm 間隔、3cm 間隔、6cm 間隔、全 3 スライスの 4種類で

画像を抽出し、それぞれに対して、Image J Version (1.47g)を用いて

CSA を測定した。測定対象とした肺血管は 5平方 mm 未満のものとした。

10mm 間隔スライスで測定した CSA と、他の 3 種のスライス数で測定し

た CSA との相関を統計学的に評価した。 

 なお本研究は、聖マリアンナ医科大学生命倫理委員会の承認（承認

2404 号）を得たものである。統計は Spearman の順位相関係数、

Bland-Altman 分析を用いた。 

 

結果 

 10mm 間隔スライスで測定した CSA と、3cm 間隔、6cm 間隔、全 3 スラ

イスで測定した CSA との相関係数は、それぞれ健常群では 0.939 

(p<0.001), 0.867 (p<0.001), and 0.857 (p<0.001)、COPD 群で 0.941 

(p<0.001), 0.831 (p<0.001), and 0.843 (p<0.001)、肺塞栓群で 0.926 

(p<0.001), 0.862 (p<0.001), and 0.884 (p<0.001)であった。1cm 間

隔スライス群と 3cm 間隔スライス群とではデータの平均差はなく、ばら

つきも小さかった。測定誤差は CSA 値と関連していなかった。COPD 群

と肺塞栓群については、1cm 間隔スライス群と 6cm 間隔スライス群及び

全 3 スライス群でばらつきが大きかった。 



 

考察 

 肺末梢血管の CSA 測定は、特殊な撮影法や造影剤を使用せずとも肺血

管を定量的に評価するのに有用な方法であるが CSA 測定に必要な CT ス

ライス数は検討されていなかった。撮影された全スライスを測定に用い

ると多くの時間を要するため、CSA 計測に十分かつ最小の CT スライス

数を明らかにすることが望まれていた。本研究では、1cm 間隔スライス

での測定と、3cm 間隔スライスでの測定とに、強い相関があることが明

らかになった。6cm 間隔スライスや全 3 スライスでは、COPD や肺塞栓症

の群でばらつきが大きくなった。近年はボリュームデータを用いた CSA

測定がより有用であることが明らかになったが、ボリュームデータのな

い過去の CT 画像を含む縦断的な研究などにおいては、依然本研究にお

けるような軸状断スライスを用いた CSA 計測が必要である。 

 

結論 

 肺末梢血管の CT による CSA 測定には全肺野 3cm 間隔スライスが最適

な CT スライス数であると考えられた。 

 


